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■評議員名簿、役員名簿、連携団体（支部等）

代表者名簿など 
 新年度にあたり、評議員、理事、監事及び連携団

体（支部等）代表者の名簿、財団事務局の組織を掲

載いたします。 

 今後、異動などがありましたらこれまでどおり、

本通信で随時お知らせいたします。 

  

●評議員名簿 

2021 年 4 月 1 日現在の評議員は、以下のとおり

です。（敬称略、五十音順） 

評議員長・会長 上田 恵介 

評議員 岩切 久 

評議員 上原 治也 

評議員 河野 博子 

評議員 小林 みどり 

評議員 黒澤 信道 

評議員 松平 宗紀 

 

評議員会は、理事・監事の選解任や当会の運営に大

きな影響がある事項について、意思決定を行います。 

任期は、2019 年 6 月 19 日～2023 年 6 月定時評議員

会終了の時までです。 

 

評議員 7 人／定数 3 人以上 12 人以内。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●役員名簿 
2021 年 4 月 1 日現在の役員は、以下のとおりで

す。（敬称略、五十音順） 

理事・代表理事・理事長 遠藤 孝一 

理事・代表理事・副理事長 狩野 清貴 

理事・常務理事 葉山 政治 

理事 安西 英明  

理事 笠原 逸子  

理事 松田 道生 

理事 見田 元 

監事 曽我 千文 

監事 新實 豊 

 
理事会は、事業計画や予算の承認をはじめ、当会の

業務執行に関する広範囲な意思決定を行います。 

理事の任期は、2019 年 6 月 19 日～2021 年 6 月定時

評議員会終了の時まで、監事の任期は、20１9 年 6 月１

9 日～2023年 6 月定時評議員会終了の時までです。 

 

理事 7人／定数 3人以上 10 人以内。 

監事 2人／定数 2人以内。 

 

●顧問名簿 

2021 年 4 月 1 日現在の顧問は、以下のとおりで

す。（敬称略、五十音順） 

 

顧問 足立  直樹 

顧問 小田  理一郎 

顧問 土屋  正忠 

顧問 寺田  良二 

顧問 徳田  俊一 

 

 

日本野鳥の会 

支部ネット通信 

2021年４月号別冊 
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●連携団体（支部等）代表者名簿 
 

2021年 4月 1日現在の連携団体の代表者は以下の

とおりです。（敬称略）    

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

ブロック 名　称 呼称 氏　名

オホーツク支部 支部長 川崎　康弘

根室支部 支部長 加藤　義則

釧路支部 支部長 黒沢　信道

十勝支部 支部長 室瀬　秋宏

旭川支部 支部長 柳田　和美

滝川支部 支部長 越後　弘

道北支部 支部長 小杉　和樹

江別支部 支部長 松山　潤

札幌支部 支部長 猿子　正彦

小樽支部 支部長 梅木　賢俊

苫小牧支部 支部長 鷲田　善幸

室蘭支部 支部長 星　英男

道南檜山 代表 奥田　孝一

青森県支部 支部長 関下　斉

弘前支部 支部長 小山　信行

秋田県支部 支部長 佐々木　均

山形県支部 支部長 簗川　堅治

宮古支部 支部長 関川　實

もりおか 代表 佐賀　耕太郎

北上支部 支部長 高橋　知明

宮城県支部 支部長 竹丸　勝朗

ふくしま 代表 志賀　裕悦
郡山支部 支部長 熊谷　建一

白河支部 支部長 佐川　哲也

会津支部 支部長 満田　信也

奥会津連合 代表 長沼　勲
いわき支部 支部長 弥勒 友道

福島県相双支部 支部長 白瀬　豊

南相馬 代表 遠藤　政弘

茨城県 会長 矢吹　勉

栃木県支部 支部長 内田　裕之

群馬 代表 浅川　千佳夫

吾妻 代表 中澤　和則

埼玉 代表 山部　直喜

千葉県 会長 志村　英雄

東京 代表 東　良一

奥多摩支部 支部長 市川　秀夫

神奈川支部 支部長 鈴木　茂也

新潟県 会長 石部　久

佐渡支部 支部長 土屋　正起

富山 代表 藤島　光俊

石川 代表 中村　正男

福井県 代表 酒井　敬治

長野支部 支部長 藤田　伸二

軽井沢支部 支部長 高橋　光治

関東ブロック
(９支部）

中部ブロック
（２１支部）

北海道ブロック
（１３支部）

東北ブロック
（１６支部）

ブロック 名　称 呼称 氏　名

諏訪支部 支部長 杉山　直

木曽支部 支部長 松原　秀幸

伊那谷支部 支部長 吉田　保晴

甲府支部 会長 窪田　茂

富士山麓支部 支部長 天野　正夫

東富士 代表 菅　常雄

沼津支部 支部長 本多　功

南富士支部 支部長 渡辺　修治

南伊豆 支部長 土屋　恵一郎

静岡支部 支部長 増田　章二

遠江 代表 増田　裕

愛知県支部 支部長 新實　豊

岐阜 代表 伊藤　恭博

三重 代表 平井　正志

奈良支部 支部長 中元　市郎

和歌山県支部 支部長 中川　守

滋賀 代表 村田　章

京都支部 支部長 船瀬　茂信

大阪支部 支部長 松岡　三紀夫

ひょうご 代表 長江　卓哉

鳥取県支部 支部長 土居　克夫

島根県支部 支部長 田原　博
岡山県支部 支部長 丸山　健司
広島県支部 支部長代行 日比野　政彦

山口県支部 支部長 原田　量介

香川県支部 支部長 川南　勉

徳島県支部 支部長 三宅　武

高知支部 支部長 西村　公志

愛媛 代表 松田　久司

北九州支部 支部長 川崎　実

福岡支部 支部長 小野　仁

筑豊支部 支部長 梶原　剛二

筑後支部 支部長 松富士　将和

佐賀県支部 支部長 宮原　明幸

長崎県支部 支部長 執行　利博

熊本県支部 支部長 田中　忠

大分県支部 支部長 谷上　和年

宮崎県支部 支部長 岩切　久

鹿児島 代表 柳田　一郎

やんばる支部 支部長 不在

西表支部 支部長 衣斐　継一

九州・沖縄ブロック
（１２支部）

中部ブロック

近畿ブロック
（６支部）

中国・四国ブロック
（９支部）
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●事務局の組織 
 

2021 年 4 月１日現在の事務局と担当職員は下記のとおりです。                

 
（総務室／五十嵐 真、松井 華奈） 

●公益財団法人日本野鳥の会　事務局の組織

　　(令和3年4月1日付）

チーフ： 山本　裕

室長： 田尻　浩伸

室長代理： 大畑　孝二（兼） チーフ： 手嶋　洋子

主任研究員：浦　達也

チーフ： 松本　潤慶

事務局長：

事務局長代理：

チーフ： 中村　聡

チーフ： 原田　修

チーフ： 江面　康子

室長： 富岡　辰先 チーフ： 瀬古　智貫

室長代理： 箱田　敦只

主席研究員：安西　英明

チーフ： 古南　幸弘

チーフ： 川島　賢治

室長： 大畑　孝二

室長代理： 田尻　浩伸（兼） チーフ： 掛下　尚一郎

チーフ： 内藤　明紀

チーフ： 青山　英生（所長）

大熊　千晶

チーフ： 小島　弥生

室長： 柵　さち子

チーフ： 吉倉　浩子

室長： 景山　誠

主席研究員：安藤　康弘 チーフ： 森　初恵

チーフ： 林山　雅子

室長： 五十嵐　真 チーフ： 渡邊　順子

総 務 室

経理人事グループ

総務グループ

会 員 室

事務局長

普及教育グループ

販売出版グループ

保護区グループ

自 然 保 護 室 自然保護グループ

普 及 室

施設運営支援室

広 報 室

プロジェクト
推進グループ

広報グループ

支援者管理グループ

ウ ト ナ イ 湖

サ ン ク チ ュ ア リ

鶴 居・伊藤 タ ン チ ョ ウ

サ ン ク チ ュ ア リ

春国岱原生野鳥公園

東京港野鳥公園

横浜自然観察の森

三宅島野鳥公園

豊田市自然観察の森

共生推進
企画グループ
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■お問合わせ先一覧 
 よくあるご質問の項目をまとめました。お問合わせ

の前に、一度ご確認ください。 

 

●連携団体・代表者変更等について（総務室） 

 

TEL:03-5436-2620（月・水・金曜日 13:00～15:00） 

E-mail:shibu-soumu@wbsj.org 

 

●会員の会費管理について（会員室） 

 

TEL:03-5436-2631（月・木曜日 13:00～15:00） 

E-mail:gyomu@wbsj.org 

 

●探鳥会保険など探鳥会について（普及室） 

 

TEL:03-5436-2622（火・木曜日 13:00～15:00） 

E-mail:tancho@wbsj.org 

 

●連携団体向け卸販売について（普及室） 

 

TEL:03-5436-2623（月・木曜日 10:00～17:00） 

E-mail:r-hanbai@wbsj.org 

 

※その他の問合わせ先は、当会ホームページの【当会

について】-【当会の概要】-【事務所のご案内】をご参

照下さい。 

 

※現在新型コロナウイルス感染防止のため、各セクシ

ョンの電話の受付時間が変則となっております。ご了

承ください。 

 

（総務室／松井 華奈） 

 

 

■連携団体（支部等）向け卸販売について 
 

 連携団体（支部等）向け卸販売は、当会通販カタログ

に掲載している商品を、卸価格にて連携団体へご提供

するしくみです。 

仕入れた商品を連携団体で販売することで、探鳥会

の参加者や会員の皆さんが図鑑や双眼鏡などバードウ

ォッチングに必要な道具を買えるようになり、サービ

スの向上につながります。さらに、売上は連携団体の

収入になります。例えば、『新・山野の鳥 改訂版』の場

合は、1 冊 130 円、双眼鏡の場合は、500～15,000 円程

度が連携団体の収入になります。 

 

現在は新型コロナウィルスの影響で、なかなか探鳥

会や販売を行うことが難しいですが、お家でも楽しめ

る野鳥グッズや、日頃のバードウォッチングのために

必要な道具をお届けすることができます。機会があれ

ばぜひ、ご活用ください。 

販売を通じてバードウォッチングの輪が広まるとと

もに、その販売収益が連携団体の活動の一助となれば

幸いです。 

 

●対象商品 

原則、有効期限内の通販カタログ「バードショップ」に

掲載している商品。過去のカタログ等に掲載された商

品は対象外となりますのでご承知おきください。 

 

●ご注文方法 

・通販カタログ「バードショップ」等を発行する毎に、

各連携団体販売事業ご担当者様宛に、財団事務局より

販売のご案内をお送りしています。商品や注文方法の

詳細は、各連携団体の販売事業ご担当者様にお問い合

わせください。 

・ご注文の際は、できる限り専用の注文用紙（財団事務

局作成）をご利用ください。用紙をご希望の方、データ

でご入用の方は下記までお問い合わせください。 

 

●連携団体向け卸販売についてお問い合わせ 

普及室 販売出版グループまでお願いいたします。 

TEL：03-5436-2623(月・木のみ) 

FAX：03-5436-2636 

メール：r-hanbai@wbsj.org 

 

（普及室／森谷 机珠瑶） 

 

 

■連携団体（支部等）における個人情報保護に

ついて 
 

2017年5月30日に施行された、「改正個人情報保護法」

により、個人情報を取り扱っている事業者は、その規

模に関わらずすべて個人情報保護法の対象となり、連

携団体も対象となりました。個人情報保護法に対する

社会の目はより一層厳しいものとなってきております

ので、今一度以下をご確認いただければと思います。 

 

●個人情報保護 5つのポイント 

 連携団体が会員の個人情報を把握していることに問

題はありませんが、その取得・管理上での取扱いには

注意が必要です。個人情報の保護では以下の 5 つのポ

イントが大事になります。 

①取得するとき：「個人情報を取得する際、何の目的で

利用されるかご本人に伝わっていますか？」 

②利用するとき：「取得した個人情報を決めた目的以外

のことに使っていませんか？」 

③保管するとき：「取得した個人情報を安全に管理して

いますか？」 

④他人に渡すとき：「取得した個人情報を無断で他人に

渡していませんか？」 

⑤開示を求められたとき：「自分の個人情報を開示して

ほしい」と本人から言われて断っていませんか？」 

 

［参考］ 

中小規模事業者向け個人情報保護法の５つの基本チェ

ックリスト（平成 29年 2月） 

https://www.ppc.go.jp/files/pdf/personal_2902lea

f_smallbusinesses.pdf 

改正個人情報保護法 全般については下記のサイトも

ご参照ください。 

https://www.ppc.go.jp/personalinfo/ 

 

●要注意！このような対応していませんか？ 

・探鳥会の受付時に記入してもらった住所に別の探鳥

mailto:r-hanbai@wbsj.org
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会の案内を送ってしまった。 

→あらかじめその旨をご本人にお伝えしていない場合

は「目的外使用」とみなされてしまいます。 

（ちなみに、当会普及室と共催で行っている「初心者

向けバードウオッチング」では名簿を取り、後日探鳥

会のご案内をお送りしておりますが、名簿を記入して

いただく用紙に、その旨お断わり書きをしております） 

・支部報に入会者名や退会者名などの個人情報を記載

したり、探鳥会の感想を実名で掲載したりした。 

→あらかじめ本人の承諾を得ていない場合には、本人

の意向に関係なく個人情報が他の会員に知られたり外

部の方の目に触れたりすることになり、連携団体が「第

三者へ個人情報を漏えいした行為」とみなされてしま

います。 

 

●漏えい事故を起こしてしまうと？？ 

 いざ個人情報漏えいなど事故を起こしてしまったと

き、改正法によって刑事罰を受ける可能性は低くても、

損害賠償請求の民事訴訟を起こされたり報道の対象と

なったりする場合には、社会的な信用を失うことにな

ります。社会的には連携団体も財団もともに「日本野

鳥の会」とみなされますので、一連携団体だけの問題

ではなく全国の連携団体を含む会全体として死活問題

となりかねません。財団は個人情報保護保険に加入し

ておりますが、保険金支払いの条件として日頃から一

定の対策をとっていることが求められています。仮に

訴訟になった場合でも、日頃の対応状況によって有利

不利が左右されることがあり得ます。 

 会員であっても個人情報を他の会員に知られたくな

い人もおられます。名簿配布や支部報掲載には「会員

の親睦を深める」、「入退会者を告知する」などの理由

もあるかと思いますが、いろいろな会員名簿を売買す

る業者も存在しておりますし、事前承諾なしの掲載を

不快に思われる方がいるのも事実ですので十分な注意

が必要です。 

 

●連携団体での個人情報保護対策へのサポート 

 財団事務局では連携団体での個人情報保護をサポー

トするために以下の対応を行っております。お困りの

際にはご活用ください。 

 

＜コンサルタントへの相談＞ 

 財団では専門の個人情報保護コンサルタントと契約

しています。個人情報保護に関連してお困りのことが

あれば、財団事務局を通して相談できますのでお知ら

せください。相談はできるだけ具体的にメール又は FAX

でいただけると助かります。ご依頼後、1 週間から 10

日程度を目安にお返事いたします。 

 

＜参考図書の貸出し＞ 

 財団では個人情報に関する参考図書として下記を複

数購入してあります。部数に限りがありますが連携団

体にも貸出し可能ですので、ご要望がありましたらご

連絡ください。 

『これで安心！ 個人情報保護・マイナンバー』 

（影島広泰監修／日本経済新聞出版社編集 発売日：

2017年 6月 5日） 

https://www.nikkeibook.com/item-detail/32152 

 

<個人情報保護チェックリスト【支部用】もご利用くだ

さい＞ 

（公財）日本野鳥の会 本部事務局で使用しているも

のをもとに、支部の個人情報管理事務に参考になるよ

う、試作したチェックリストで、前述の当会が契約し

ているコンサルタントのチェックを受けたものです。

試作段階ですので、お使いいただき、修正、追加などの

ご希望がありましたら、ぜひお寄せください。チェッ

クリストは下記よりダウンロードしていただくか、下

記までメールをいただければ添付してお送りいたしま

す。 

 

チェックリストはこちら 

https://www.wbsj.org/info/shibu/net/pdf/checkl

ist.pdf 
 

●連携団体・会員の個人情報お取扱いに関するお問合

わせは、会員室 景山、普及室 箱田までお願いします。 

TEL：03-5436-2630 

FAX：03-5436-2636 

Email： gyomu@wbsj.org 

 

（会員室／景山 誠、普及室/箱田 敦只） 

 

 

■『特別会員』の増加にご協力をお願いします。

支部還元金制度もご利用ください 
 

●『特別会員』とは 

【法人特別会員】 

・本部年会費一口 100,000 円＋希望により連携団体に

も入会可能〈別途、支部年会費が必要〉で、企業を対象

とした制度です。 

【個人特別会員】 

・本部年会費 10,000円＋希望により連携団体も入会可

能（別途、支部年会費が必要）で、より当会に力強い支

援がしたい個人を対象とした制度です。 

 

●特典（通常の特典の他に以下の特典がございます） 

1、法人特別会員になられた方には「法人特別会員の証」

をお送りいたします。 

2、個人特別会員になられた方には金色の「Bマークバ

ッジ」をお送りいたします。 

3、所得税、法人税の免除処置の対象となります。 

 

●支部還元金制度について 

 連携団体の働きかけにより、特別会員（法人・個人）

になった場合、それ以降年会費の約 3 割を連携団体へ

還元するしくみです。（法人は 30,000円、個人は 3,000

円が還元されます。） 

【対象】：各連携団体の働きかけで特別会員にご入会も

しくは切り替えた法人、又は個人。 

【申込方法】：当会で用意した申込用紙「特別会員紹介

用紙」（6月頃送付予定）にご記入の上ご連絡ください。 

＜今年の還元金のスケジュール＞ 

5月：2020年 4月～2021年 3月の一年間に、還元金対

象の方から入金があったかどうか会員室でチェックし

ます。 

6月：上記の結果「還元金対象者の確認願い」を送金一
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覧表に同封で連携団体にお送りします。連携団体で内

容をご確認の上、不明点・追加などをお知らせくださ

い。 

7～8月頃：最終的な還元金を決定し支部会費とともに

送金いたします。 

 

●還元金手続きについての資料や「特別会員紹介用紙」

が追加で必要な場合はお送りしますので、お申出くだ

さい。 

 

 

■『会費事務の手引き＜連携団体用＞2020 年度

11 月版』について 
 

 日頃より連携団体の皆さまには、会員事務手続きに

お手数をおかけしております。連携団体事務局の皆さ

まと会員室との連携が、会員の皆さまからの信頼につ

ながりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

会員室では、会員の入退会、継続などに伴う手続きや、

会費の送金、連携団体へお送りできる資料などについ

てまとめた『会費事務の手引き＜連携団体用＞2020年

度 11月版』を作成しています。2020年度 11月に会員

管理システムを刷新したため、これまでのものと内容

が変わっております。必要な場合は会員室にお申しつ

けください。会計担当の方が変わる場合にはこの手引

きも引き継いでいただけますようお願いいたします。 

 

●『会費事務の手引き＜連携団体用＞』内容 

１、連携団体への送付物について（送金一覧表と支部連

絡票、その他の資料） 

２、送金について 

３、連携団体へお送りできる資料など 

４、会員に関わる規程類 

５、個人情報の取り扱いについて 

６、お問合わせ先 

 

 現在、会計ご担当者、名簿ご担当者を各連携団体一

名（兼任可）決めていただいています。個人情報に関す

る書類を確実にお届けするためですので、年度替りな

どで、ご担当に変更があった場合には、お早目に会員

室までお知らせください。 

 また、お預かりした支部年会費のお振込み先ゆうち

ょ銀行口座に変更がある場合（口座番号、口座名義人

など）も必ずお知らせください。ご登録・ご変更の際に

は所定の届出用紙を会員室からお送りしますので、そ

の用紙にご記入の上、提出していただくことになりま

す。必要な場合は会員室までお申付けください。お手

数ですが、お早目のご連絡をお願いいたします。 

 

●お問合せは、会員室支援者管理グループまでお願い

します。 

TEL：03-5436-2631（当面の間 月・木 13：00-15：00） 

FAX：03-5436-2636 

メール：gyomu@wbsj.org 

 

（会員室／森 初恵） 

 

 

■支部ネット通信（月一回発行）をご利用くだ

さい 
 
●発行趣旨 

「バードニュース」を覚えておいでの連携団体役員の

方も多いのではないかと思います。83 年５月のバード

ニュース第１号の「創刊のごあいさつ」には、発刊の趣

旨として“支部本部間の連絡調整が大切”、“バードニ

ュースの創刊が、支部本部間、各支部間での交流促進

に役立てばうれしい”ということが述べられています。

バードニュースは 94 年１月に休刊になりましたが、連

携団体と財団との連絡調整が大切なことに変わりはな

く、会の発展のためにも、連携団体と財団間や連携団

体相互間での連携強化が不可欠といえることから、「バ

ードニュース」の創刊趣旨を継承する形で、04年 4月

から「支部ネット通信」の発行を始めました。 

 

●連携団体向け内部情報などを掲載  

「支部ネット通信」は、一般の会員さんや会の外部向

けのものではなく、連携団体、ブロックに限定した情

報媒体と位置づけています。そのため、野鳥誌やホー

ムページとは一線を画し、財団の事業や運営がより理

解できるような内部データなどの情報、連携団体の運

営や活動に役立ちそうな情報などの掲載に重点を置い

ています。  

 また、連携団体の活動事例やブロックの運営状況な

ど、連携団体相互間やブロック相互間で役立つ情報を、

連携団体やブロックから投稿いただいて掲載すること

ができます。  

 

●支部ネット通信の送付先  

 本通信は、各連携団体（代表者、事務局、その他（1

つのみ追加可）、会長、財団理事・監事へメールでお送

りしています。  

インターネットでも、第１号からのバックナンバーす

べての閲覧ができます。ＵＲＬは以下のとおりです。  

http://www.wbsj.org/info/shibu/net/index.html 

 鳥インフルエンザの野鳥感染発生など、迅速にお伝

えすべき情報があるときは、臨時号を発行しておりま

す。  

 

（総務室／林山 雅子） 
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※発行号数の表記について、2021 年 3 月号より、過

去に発行しております号外版（28 号分）を含む総通

巻表記に統一しております。 

 

 
日本野鳥の会 

    
2021 年４月号・通巻 231 号別冊（※） 

◆発行 

公益財団法人日本野鳥の会 2021 年 4 月 26 日 

 

◆担当 

総務室 総務グループ  
五十嵐真/林山雅子/松井華奈/原元奈津子/萩原洋平 

〒141-0031 

東京都品川区西五反田 3-9-23 丸和ビル 

TEL : 03-5436-2620 

FAX : 03-5436-2635 

E-mail：sibu-net@wbsj.org 
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